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ミントリハビリセンターは現在、利用者を増やすために午後も 

利用者の受け入れを進めています。理学療法士 2名、事務員 1名 

スタッフ 2名、運転手 1名を雇用、週 6日運営。 

けがや事故のためにリハビリや物理療法などの施術は医療保険を 

使っておこなっています。 

また、脊髄損傷者に特化したリハビリを行うために福祉省の 

認可を受けて実施するための準備をおこなっています。 

 

センターの利用者さんから、 

「センター全体がバリアフリーになっているので利用しやすい」 

「センター内が清潔で、利用できる機器が整のっている」 

「スタッフが皆さんとても親切で助かっています」という声が 

多く聞かれ、利用者数が増えてきています。 

 

これからも、市民の皆さまにこのセンターを知っていただけるように広報し、利用者さんの体の状態が

よくなるように、しっかりと協力していきたいと思います。 

現在、イランは危険レベルが 4になり日本人の渡航はできませんが、日本の専門家や市民の皆さまから、 

「ミントの活動を応援しています、早く平和になってほしい。」 

「イランへ行けるようになったら、何かお手伝いしたい」という声が多数あり、心強く思っています！！ 

皆様からの応援、ありがとうございます。深く感謝申し上げます！ 

 

 

2025年 7月キャラジ市に開所した、 

茇茈茇茈「ミントリハビリクリニック」は、 

開所 1周年のお祝いをしました！ 

応援ありがとうございます～茇茈茇茈 

来所いただいた皆様にはパソコン 

ルーレットで利用割引券を配布！ 



  

5 月 ミントの会総会をオンラインで実施 イラン情勢はみんな心配、今年度何ができるか？を話す。 

5 月ペルシャ料理のキャバブを作って食べ、スポーツゲームを在日イラン人や日本人と丹沢のふもとで

行いました。キャバブはミンチの肉を棒にさして焼き、焼きトマトと一緒にナンにはさんでいただきま

す。スポーツゲームはバランスボールを使ってクイズをしながらゲーム形式で行い楽しみました。 

   

6 月・7 月神奈川県内で多文化共生の活動を実施。多文化共生演劇ワークショップでは障害者の皆さんと

フルーツバスケットゲーム・幸せのシーンを体で表現。日本語教室に来ているインド系の子どもたちと

一緒に言葉遊び・名前書きゲームを実施。演劇専門家倉田春香氏や共生のまちネットワークよこはまの

飯田氏と連携し活動しています。 

  

今後の予定 

7 月 30～8月 28 日：JICA 横浜２Fギャラリーで 

イランの障害児者の絵が描かれたカレンダー展 

9 月 27 日    ：横浜市緑区でペルシャ料理交流に参加 

10 月 4 日    ：秦野市パラスポーツフェスティバルに参加 

12 月 12～20 日 ：秦野多文化ひろば 2026 

（パネル展示・ペルシャ料理・多文化共生演劇・異文化セッション） 

皆様のご参加をお待ちしています～ 

サポーター募集：イベントのお手伝い、活動の情報提供、福祉用具など物品寄付、ブログ作成 

寄付者を増やす活動、プロジェクト関係の資料作成、などなど是非お声掛けをお願いします。 

ミントの会会員募集：年会費 6000 円で、ミントの仲間になりませんか～会報送付、ミント LINE で情報交換、 

イベント参加（料理やボッチャ楽しむ会、街カフェ、イラン文化センター情報など）、総会議決権を有します。 

連絡は Mail: mint_assist@yahoo.co.jp にお願いいたします。 


